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経済波及効果17兆円は絵空事
全てのモノの動きを自動的に把握する究極のＳＣＭシ

ステムがICタグによって可能になる。その結果、とてつ
もない経済波及効果が生まれる。その規模は最大31兆円、
最低でも9兆円――総務省はそう試算している。しかし、
予測は“皮算用”に終わる公算が大きい。 （大矢昌浩）

普
及
の
突
破
口
が
物
流

今
年
三
月
三
〇
日
、
総
務
省
は
Ｉ
Ｃ
タ
グ
の
調
査
研
究
報

告
書
を
ま
と
め
た
。「
電
子
タ
グ
の
高
度
な
利
活
用
に
向
け
た

取
組
」
と
題
さ
れ
た
同
報
告
書
に
は
、
Ｉ
Ｃ
タ
グ
の
普
及
に
よ

る
経
済
波
及
効
果
の
試
算
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る

と
Ｉ
Ｃ
タ
グ
の
活
用
に
よ
っ
て
今
か
ら
六
年
後
の
二
〇
一
〇

年
に
は
堅
く
見
積
も
っ
て
も
一
七
兆
円
、
最
大
で
は
三
一
兆

円
、
最
低
で
も
九
兆
円
の
効
果
が
期
待
で
き
る
と
い
う
。

そ
の
内
訳
は
一
七
兆
円
の
ベ
ー
ス
ケ
ー
ス
を
例
に
と
る
と
、

Ｉ
Ｃ
タ
グ
そ
の
も
の
や
リ
ー
ダ
ー
、
情
報
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
関

連
市
場
が
一
兆
八
五
五
七
億
円
。
Ｉ
Ｃ
タ
グ
の
導
入
に
よ
る

売
上
げ
拡
大
や
効
率
化
効
果
が
一
〇
兆
六
九
二
億
円
。
そ
し

て
Ｉ
Ｃ
タ
グ
を
活
用
し
た
新
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
効
果
が
四
兆
九

七
七
三
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

現
時
点
で
の
市
場
規
模
は
「
売
上
げ
拡
大
や
新
規
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
は
ゼ
ロ
。
タ
グ
や
リ
ー
ダ
ー
の
市
場
規
模
も
数
百

億
円
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
程
度
」（
総
務
省
情
報
通
信
政
策

局
）
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
Ｉ
Ｃ
タ
グ
の
普
及
は
二
〇
〇
七

年
前
後
に
は
ブ
レ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
を
迎
え
て
経
済
波
及
効
果
は

一
兆
円
規
模
に
な
り
、
そ
の
後
は
加
速
度
的
に
利
用
が
拡
大

す
る
。
そ
し
て
二
〇
一
〇
年
に
は
、
一
七
兆
円
と
い
う
巨
大
な

経
済
波
及
効
果
が
生
ま
れ
、
そ
れ
以
降
も
安
定
的
に
効
果
が

拡
大
し
て
い
く
の
だ
と
い
う
。

こ
の
試
算
自
体
は
大
手
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
の
ア
ク
セ

ン
チ
ュ
ア
が
担
当
。
そ
の
結
果
を
、
東
京
大
学
の
斎
藤
忠
夫

名
誉
教
授
を
座
長
に
学
会
や
経
済
界
の
識
者
た
ち
計
三
四
人

で
構
成
す
る
「
ユ
ビ
キ
タ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
時
代
に
お
け
る
電

子
タ
グ
の
高
度
利
活
用
に
関
す
る
調
査
研
究
会
」
が
承
認
し

た
。
い
わ
ば
〝
お
墨
付
き
〞
の
シ
ナ
リ
オ
だ
。

有
望
な
新
技
術
の
登
場
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
総
務
省

や
経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省
、
農
林
水
産
省
な
ど
の
行
政

は
そ
れ
ぞ
れ
新
規
予
算
を
確
保
し
、
実
証
実
験
を
積
極
的
に

進
め
て
い
る
。
そ
の
大
部
分
が
物
流
・
流
通
分
野
に
お
け
る
活

用
実
験
だ
。
数
あ
る
対
象
分
野
の
中
で
も
実
用
化
に
最
も
近

く
、
普
及
の
突
破
口
に
な
る
と
目
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

既
に
欧
米
で
は
流
通
大
手
の
主
導
に
よ
る
実
用
化
が
秒
読

み
段
階
に
入
っ
て
い
る
。
今
年
十
一
月
に
は
独
メ
ト
ロ
。
来
年

一
月
に
は
米
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
。
二
〇
〇
六
年
六
月
に
は
英
テ
ス

コ
が
、
い
ず
れ
も
取
引
先
メ
ー
カ
ー
上
位
一
〇
〇
社
を
対
象
に

し
た
本
格
的
な
Ｉ
Ｃ
タ
グ
の
実
用
化
に
踏
み
切
る
。

米
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
・
カ
ウ
ン
シ
ル
（
Ｓ
Ｃ
Ｃ
）
が
先
頃

メ
ン
バ
ー
企
業
を
対
象
に
実
施
し
た
調
査
で
も
、「
二
〇
〇
五

年
ま
で
に
導
入
計
画
が
あ
る
と
答
え
た
会
社
が
全
体
の
二
二
％
。

二
〇
〇
六
年
以
降
の
導
入
予
定
が
三
三
％
。
回
答
者
の
大
部

分
が
大
手
メ
ー
カ
ー
と
は
い
え
、
既
に
過
半
数
が
具
体
的
な
導

入
計
画
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
」
と
Ｓ
Ｃ
Ｃ
日
本
支

部
の
副
会
長
を
務
め
る
神
田
正
美
三
井
物
産
戦
略
研
究
所
事

業
変
革
支
援
室
室
長
は
説
明
す
る
。

バ
ー
コ
ー
ド
以
来
の
革
命
　

も
と
も
と
Ｉ
Ｃ
タ
グ
は
バ
ー
コ
ー
ド
に
代
わ
る
自
動
認
識
装

置
の
新
し
い
ツ
ー
ル
と
し
て
開
発
さ
れ
た
も
の
だ
。
バ
ー
コ
ー

ド
と
比
較
し
て
記
録
で
き
る
デ
ー
タ
量
が
多
い
こ
と
に
加
え
、

デ
ー
タ
の
書
き
換
え
が
で
き
る
こ
と
、
タ
グ
が
表
面
に
露
出
し

て
い
な
く
て
も
読
み
込
み
が
可
能
な
こ
と
（
被
覆
性
）
な
ど
が

特
徴
だ
。
そ
の
登
場
は
一
九
八
〇
年
代
に
遡
る
が
、
こ
れ
ま
で

は
主
に
部
品
運
搬
用
の
ケ
ー
ス
や
コ
ン
テ
ナ
に
添
付
し
、
工
場

内
の
生
産
管
理
で
利
用
さ
れ
て
き
た
。

そ
れ
が
こ
こ
数
年
、
ブ
ー
ム
と
呼
べ
る
ほ
ど
の
脚
光
を
浴
び

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
技
術
革
新
に
よ
っ
て
、
タ
グ
の
値
段

が
大
幅
に
下
が
っ
た
こ
と
が
一
因
に
な
っ
て
い
る
。「
従
来
の

工
場
内
で
使
わ
れ
て
い
た
タ
グ
は
一
個
当
た
り
数
千
円
か
ら
な

か
に
は
一
万
円
近
く
す
る
も
の
も
あ
っ
た
。
そ
れ
が
現
在
は
数
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十
円
の
レ
ベ
ル
ま
で
単
価
が
下
が
っ
て
き
た
」
と
、
オ
ム
ロ
ン

の
立
石
俊
三
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
事
業
開
発
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
グ
ル
ー
プ
主
査
は
説
明
す
る
。

米
国
の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
に
本
部
を
置
く
オ
ー

ト
Ｉ
Ｄ
ラ
ボ
で
は
、
来
年
中
に
も
「
チ
ー
プ
・
タ
グ
」
と
呼
ぶ

五
セ
ン
ト
の
タ
グ
を
実
用
化
す
る
と
宣
言
し
て
い
る
。
タ
グ
の

単
価
が
一
〇
円
を
切
る
と
、
商
品
単
品
レ
ベ
ル
に
添
付
し
て

使
い
捨
て
る
形
の
タ
グ
の
利
用
も
見
え
て
く
る
。
個
別
の
商
品

全
て
に
Ｉ
Ｃ
タ
グ
が
添
付
さ
れ
、
ス
テ
ー
タ
ス
を
自
動
的
に
シ

ス
テ
ム
上
で
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
ま
さ
に
究
極
の
物
流

情
報
シ
ス
テ
ム
が
実
現
す
る
。

過
去
の
物
流
情
報
シ
ス
テ
ム
の
進
化
の
歴
史
を
振
り
返
る

と
、
そ
れ
が
一
貫
し
て
モ
ノ
の
動
き
と
情
報
と
の
一
致
を
目
指

し
て
き
た
こ
と
が
分
か
る
。
Ｎ
Ｉ
Ｘ
シ
ス
テ
ム
研
究
所
の
吉
原

賢
治
代
表
は
、
物
流
情
報
シ
ス
テ
ム
の
進
化
の
過
程
を
次
の

よ
う
に
五
つ
の
世
代
に
分
け
て
説
明
し
て
い
る
。（
本
誌
二
〇

〇
二
年
五
月
号
参
照
）

①
シ
ス
テ
ム
化
以
前
　
〜
１
９
７
０
頃

経
理
的
な
帳
簿
管
理
の
み
。
理
論
在
庫
と
実
在
庫
は
合

わ
な
い
の
が
当
た
り
前
。
年
に
一
度
の
棚
卸
し
で
、
帳
簿
と

現
物
を
つ
き
合
わ
せ
る
こ
と
で
調
整
。

②
『
初
期
受
注
出
荷
情
報
シ
ス
テ
ム
』
１
９
７
０
頃
〜

受
注
情
報
を
そ
の
ま
ま
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
入
力
し
て
出
荷

指
示
書
を
作
成
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
し
在
庫
の
引
き

当
て
は
、
出
荷
処
理
す
る
段
階
で
倉
庫
の
在
庫
の
有
無
を

確
認
し
て
始
め
て
確
定
す
る
。
売
上
げ
の
計
上
は
出
荷
エ

ン
ト
リ
ー
時
点
。
輸
送
中
の
ス
テ
ー
タ
ス
や
納
入
検
収
情
報

は
無
視
。

③
『
前
期
物
流
情
報
シ
ス
テ
ム
』
１
９
８
０
頃
〜

発
注
情
報
フ
ァ
イ
ル
の
消
し
込
み
に
よ
る
入
荷
処
理
が
始

ま
る
。
納
品
予
定
情
報
と
実
際
に
納
品
さ
れ
た
商
品
を
照

ICタグの基礎知識 
物流マンも最低これだけは知っておきたい 

ICチップ 
アンテナ 

96mm

4
8
m
m

図1　世界標準規格のオムロン製ICタグ 

　ICチップはシリコンウエハーを裁断して作る。チップを小さくするほ
ど一枚のウエハーから多くのタグが作れるため製造単価は下がる。日立
製作所は0.4mm角という極小サイズのミューチップを開発。低価格を実
現した。100万個以上の大量発注であれば1個10円台で販売できるとい
う。ただし読み取り専用で書き換えはできない。最大通信距離は約30セ
ンチ。使用周波数は2.45Ghz。 

アンテナ 

ICチップ0.4mm角 

図2　日立製作所製のミューチップを組み込んだICタグ 

パッシブタグ 

アクティブタグ 

　ICタグは基本的にICチップとアンテナで構成される。図
の矢印の先にある点がICチップ。外周を帯状に巻いている
のがアンテナ。このタグの場合、使用周波数は13.56Mhz。
世界標準規格ISO15693に対応している。データの書き
換えが可能。最大通信距離は約28センチ。 

エネルギー供給の形態 価格 到達距離 製造会社 

リーダ／ライタからのエ
ネルギーにより情報を
やりとりする 

電池等からのエネルギ
ーにより自ら情報をやり
とりすることができる 

安い 
（現状では 
10～500円） 

高い 
（現状では 
1000円） 

●小型軽量 
●半永久的に使用可能 
●一般的にタグにはIDだけ格納しデー
タはネットワークで管理 

●電池寿命がある（1～10年） 
●電子タグ側からリーダ／他の電子タグ
等にアクセス可能 
●センサが付いた高機能なものがある 

 １次元バーコード 2次元バーコード 読取専用のICタグ 書換可能なICタグ 

データ量 数十バイト 数キロバイト 数十バイト ～数十キロバイト 

通信距離 数十㎝ 数十㎝ 数十㎝～数m 数十㎝～数m 

書き換え 不可能 不可能 不可能 可能 

一括読み取り 不可能 不可能 可能 可能 

被覆読み取り 不可能 不可能 可能 可能 

汚れや破損 弱い 弱い 強い 強い 

単価 ほぼ0円～数円 ほぼ0円～数円 数十円 数十円～数百円 

　物流管理上のポイントは複数を同時に読みとる
ことができること。ただし現状では、箱の外から
内部の単品レベルのタグを読みとっても精度が低
すぎて実用には耐えられない。精度や性能を上げ
ようとすればリーダーやタグの値段も高くなる。
また読み取りの距離も日本の場合、周波数の問題
から数十センチが限界。来春には読み取り距離の
稼げるUHF帯の使用が日本でも許可される予定で、
そうなれば二メートル程度までの読み取り距離を
実用化できるとも言われる。 

 「アクティブタグ」は電池を内蔵して
自分で電波を発信する。一方の「パッ
シブタグ」は内部に電源を持たず、リ
ーダーから送信された電波を電力に変
えて情報を発信する。物流管理に利用
されるのは単価の安い「パッシブタグ」
が中心になる。 

数mm 
　～数ｍ 

数十m 
～数百ｍ 

図3　ICタグの種類 

図4　ICタグとバーコードの違い 

※左表は総務省資料より 


